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●「健康のまちづくりサミットin北海道稚内市」が開催されました。 

●「令和４年度地域医療を考える稚内市民会議」が開催されました。 

●「ぬくもりの木」が４本目になりました。 

地域医療を守り育てる３か条 

１．かんしん（関心）持とう。 

２．からだづくりに取り組もう。 

３．かんしゃ（感謝）の気持ちを伝えよう。 
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 病院応援団で呼びかけしている感謝

のメッセージ。 

 用紙と投函箱は、市立稚内病院１階

の受付からエレベーターに続くホール

に設置しています。たくさんのメッ

セージをお待ちしています。 

  引 き 続 き お 待 ち し て い ま す！           

感謝のメッセージ 

わっかない～ね！の表紙や中面などに利用する写真を

引き続き募集しています！稚内らしい風景などの写真

がありましたら、ぜひ事務局までご連絡ください。 

現在の応援団数 

 延べ20,733人（48団体含） 

現在までの感謝のメッセージ数 

 1,143通（R5.2月末） 

稚内市の医療と健康、まちづくりの応援情報誌 

▲稚内市保健福祉センター前庭での旗波
運動の様子（令和４年は健康のまちづく
りサミット開催に合わせて11月に実施
しました） 

『ぬくもりの木』４本目になりました 
メッセージを書いた 花や葉でいっぱいに！ 

 

  

 

 

 

 

 令和３年７月から始めた『ぬく

もりの木』。これは、来院された

方に、医療従事者へ向けたメッ

セージを花や葉の形のカードに記

入して『ぬくもりの木』に貼って

もらい、メッセージで彩られた木

にしようという取り組みです。 

▼市立稚内病院１階ロビーに設置していま

す。ぜひ、皆さんのメッセージでいっぱいに！ 

▲完成した“木”は、市立稚内病院の医師が

利用する医局フロアに飾っています。 

“ぬくもりの木”２本目 

１本目 3本目 

４本目 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲アトラクションは稚内南中学校による『南
中ソーラン』。１年生17名の初披露の場と
なりました。 

▲工藤市長による開催地挨拶 

令和４年度 地域医療を考える稚内市民会議 

 
    今年度も残念ながら見送りました 

        ―未来の医療従事者の育成を目指す事業― 
 
 子どもたちが医療に関する仕事に触れ、夢を持って育ってほしいと
いう願いから取り組んできた「医療探検講座」「夢は医者☆未来を拓
く講演会」「医学生の集い」等の様々な活動ですが、残念ながら新型
コロナウイルス感染症の影響により３年連続で全て中止となってしま
いました。 

 次に開催された際には、本誌でご紹介する予定ですのでお楽しみ

に！令和５年度に期待！ 

 

検索 健康のまちづくり友好都市連盟 

３年越し 

ついに‼ 

 「第５回健康のまちづくりサミットin北海道稚内市」が令和４年11月

５日(土)稚内総合文化センターで開催されました。当初令和２年の開催

を予定していたこのサミット。コロナ禍で延期になっていましたが、今

年度はついに開催することができました。 

 実に３年越しとなった今回のサミットには、健康のまちづくり友好都

市連盟に加盟している全国18市町村から約90人が参加。稚内会場に集まった

８市町村およそ60名と全国11市町村各地をオンラインで繋ぐハイブリッド方

式で行われました。 

 当日は、参加自治体が医療や健康に関する取り組みを紹介する「KeD(健康

のまちづくり)プレゼン」や参加者がグループに分かれて地域医療が抱える問

題について話し合う「てっぺん☆ラボ」などを通して積極的な情報交換が行わ

れました。  

『健康のまちづくり友好都市連盟』って？  

 全国各地で取り組まれている地域ぐるみの健康増進活動や

まちづくり活動などの情報の共有、発展を推進し、よりよい

地域の実現や地域存続可能性の向上に寄与することを目的

に、福井県高浜町が2017年に創設。現在は全国31市町村

が参加。稚内市は設立当初から加盟しています。年１回開催

のサミットは、各自治体の意見交換の場としてそれぞれの活

動を高めあう役割を担っています。   

 参加自治体による健康づくり活動を各担当者がコンペ方式で発表し、

健康のまちづくり日本一を競いました。着ぐるみを着たり、体操を披露し

たり、工夫を凝らした発表で会場は盛り上がりをみせました。 

 今回の最優秀賞は、オンライン参加の愛媛県宇

和島市。テーマは「オーラルフレイルについて」

でした。宇和島市の担当者の他、市内の歯科医師

も参加して、介護予防としてのオーラルフレイル

の取り組みを紹介しました。 

私たちのまちの取り組み紹介します 

自治体対抗「ＫｅＤ(健康のまちづくり)プレゼン」 

  

詳しくは、こちらで検索 

  ◆２位は礼文町！ 

 （ちなみに、稚内市は開催市のため今回は選考除外でした） 

 稚内市からは、市立稚内病院

研修医の岩見謙太朗さんが医療

の現場目線で、医師が足りずに

急患を名寄に搬送していること

など地域医療の現状について、

また、稚内市の医療と健康のま

ちづくり応援団の医師不足対策

の活動について発表しました。 

▲礼文町を代表して升
田医師が賞状を受け取
りました。 

地域医療をみんなで話し合おう 

  グループワーク「てっぺん☆ラボ」 

テーマは「支える側がいない！？ 

              住民が元気に健康で暮らすためのアイディアを出し合おう！」 

 参加者がグループに分かれて、様々なアイディアを出し合いました。 

出された意見は、ボードに貼り、オンラインも含め参加者全員で共有。
今後のまちづくりのヒントになってくれるといいですね。 

  ◆稚内市は市立稚内病院の岩見研修医がプレゼン！ 

 礼文町は、船泊診療所の升田晃生医師らが市立稚内病院との「遠隔妊婦健

診」の取り組みを紹介し、高評価を得ました。 

▲市立稚内病院研修医の
岩見謙太朗さん。地域医療
に強い関心を寄せており、
今回のサミットに協力してく
ださいました。 
 
 

令和４年度地域医療を考える稚内市民会議が令和４年11月28日

に稚内市役所で開催されました。 

 稚内市や医療と健康のまちづく

り応援団、市内の医療機関をはじ

め、薬剤師会、小中学校や高等学

校、大学、介護施設、町内会等の

関係者およそ30名が集まり、稚内

市の地域医療が現在抱えている課

題について話し合われました。 

 コロナ禍の中、新たに出てきた問題も多く、医療機関からは、コ

ロナ禍で入院や外来（リハビリ含む）の状況が大きく変化している

こと、感染拡大時の発熱外来のひっ迫、入院の付き添い制限やそれ

に伴う在宅での看取りの増加等の現状が説明されました。 

 また、医療従事者（特に看護師）の不足などで医療提供体制の厳

しい状況などが説明され、今後ますます高齢化が進行する中、医療

や介護の人材確保が急務であることが改めて確認されました。 

  

 ９月、枝幸中学校の２年生が地域学習の一

環として稚内市保健福祉センターを訪れまし

た。今回、学習先に保健福祉センターを選んだ

のは、医療や病院に関心のある５名。現在の稚

内の医療の状況について学びました。 

 「新型コロナウイルスの影響で変化したことは？」「市立稚

内病院で勤務している人はどのくらいいて、どんな職種が？

不足している職種は？」「医療機器は？」など興味深くいろ

いろと質問していました。 

  枝幸中学校の生徒が保健福祉センターを訪問 

生徒の手作りのシトラスリボン▲ 

▲「これいいね！」と思ったアイディアにシールを貼っていきます。 ▲オンラインでのグループワーク 

▼健康のまちづくり友好都
市連盟設立の中心となった
福井大学井階友貴教授 


